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Abstract The development plan for a Specific District in Japan is aim at 
developing these areas that are disadvantage in co即位edto the other釘 easin 
the conditions of nature， society and econo皿y.These districts are specified 
by Low of National Land Planning. These are the Areas of Depopulation， Mountai-
nous Region， Isolated Island， Peninsula and Heavy Snowfall Areas. This study 
is at the regarding with national wide， ai皿sto find general information conc 
erning Specific District， the system of the planning， the. transition of popul-




















































































法律 施行年月 目的 指定条件




山村撮興法 昭和40年 経済力培葺 林野面積の比率が高〈、産業の開発の程度が低〈、住民の生活
地域格差の是正 水準が劣っている山間地






半島援興法 昭和60年 生活の向上 2以上の市町村の区域
広域的、総合的な 公共施設の整備裂よりも低位
施策の実施 産業開発の程度が低い








山村振興法 国の補助金等の特例 住農林宅金漁業融金公融庫等公庫か等らのか貸ら付の貸付 基幹道路の都道府県代る行事制業度の実施振興山村を対象とす
離島援興法 国の補劫金等の特例 地域産業振興特別貸付 医療の確保
半島掻興法 自の許す範毘内の補助金 日本開発銀行からの貸付 基幹道路の都道府県代行制度
半島循環道路等の
補助率引き上げ

















なっている。(表 5，図 2) 
表-5 特定地域全体の指定状況
'特定地域全体i対全国比率(出)
2，025 I 62.6 
35，553，743 I 28.4 










特定地域 各地方別市町村 各地方別人口 各地方別面積
市町村数 対する比率(目) 対する比率(自) 対する比率(肪
北海道 212 100.0 100.0 100.0 
東北 442 86.3 81.0 
関東 136 26.1 5.1 44.4 
北陸 11 10.日 100.0 100.0 
中部 228 50.6 20.4 69.5 
近畿 152 46.6 10.8 59司2
中国 240 75.5 45.9 78.6 
四国 144 66.7 43.1 82.2 
九州 338 65.4 27.5 71.5 

























指定 1 712 15.4 21.2 
指定 2 851 10.4 30.91 
指定 3 419 2.4 126E .01 
指定 4 43 。目3
70 
表 8 指定数別状況
愛知工業大学研究報告，第32号B，平成9年， Vol. 32-B， Mar. 1997 
特定地域全体 指定数 割合作) 特定地瞳全体 指定数 割合(%)
2.025 65.6 2.025 65.6 
過酷地瞳 158 7.8 過時，山村・離島 2 。1
山村地瞳 194 9.6 通草・山村 半島 51 2.5 
離島 40 2.0 過疎・山村・華雪 236 11.7 
半島地惜 62 3.1 通時田睡晶・半島 15 0.7 
豪雪地帯 258 12.7 過時・離島・豪雪 12 0.6 
i!j 338 16.7 1 0.5 86 4.2 4 0.2 71 3.5 5 0.2 121 6.0 1材 izi 83 4.1 山山 ・ 島雪 5 0.2 0.05 26 1.3 2 0.1 166 8.2 
島 晶-・豪夢雪
39 1.9 
離島半島 7 0.3 0.05 
















































































































Cd= P t+n-P t 
2) 変化率
C，=P t+n-Pt/Pt X k=Cd/P t X k 
3) 指数
C， =P，+n/PtXk 
ここに、 Pt， P t+nは、それぞれt期、 t十日期の人口
6・3 分析結果
①~③についての分析結果を項目別に示す。


























































72 愛知工業大学研究報告，第32号B，平成9年， Vo1. 32~B ， Mar. 1997 
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( 3 ) 社会増減率(転入率一転出率)
① 特定地域全体では、常にマイナスとなってはい
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は 図年少人口比~ 訴 ロ生産人口比40 園老年人口比
20 
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増加が激しくなっている。(図 2 1) 
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図 22 特定地域全体の産業別就業者
人口構成比































































































































情報科学， 1984. 8， pp. 59-67 
76 愛知工業大学研究報告，第32号B，平成9年， Vo1.32-B， Mar.1997 
5)青島縮次郎・片田敏孝:農山村定住の動向分析，
環境情報科学， 1986. 11， pp. 55-61 
6 )森川稔:農山村転出後継者の帰還意向に関する


















村豪雪地帯振興課監修， 地球社 ， 1992年










1 0) 国土六法， 国土庁/監修z 新日本法規，
(平成8年度)
(受理平成9年3月21日〕
